
広
報
富
士
河
口
湖

　
２４

富
士
吉
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校
【
各
種
教
室
】

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
【
在
職
者
訓
練
】

６
・
７
月
の
在
職
者
訓
練

「
法
務
局
な
ん
で
も
無
料
相
談
所
」
の
お
知
ら
せ

「
憲
法
週
間
行
事
」
裁
判
員
制
度
説
明
会

　
　
　
～
あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
～ 

夏
の
休
日
に
親
子
で
バ
ス
ツ
ア
ー
に
出
か
け
よ
う
！

　
『
ふ
れ
あ
い
親
子
バ
ス
ツ
ア
ー
』

～
親
子
で
夏
の
思
い
出
を
作
り
ま
せ
ん
か
？
～

「
電
波
の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
」

六
月
一
日
か
ら
一
〇
日
は
、

「
電
波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間
」
で
す
。

募

集

■
日
　
時
　
７
月
12
日
（
日
）

　
　
　
　
　
町
役
場
へ
午
前
7
時
10
分
集
合

■
場
　
所
　
鉄
道
博
物
館
（
大
宮
）15
時
ま
で

　
　
　
　
　
※
昼
食
は
各
自
で
お
取
り
く
だ
さ
い

■
申
込
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
電
話
番
号
（
自
宅
・

　
携
帯
共
に
）
保
護
者
名
・
児
童
名
・
学
校
名
・
学
年
・
参
加

　
者
全
員
の
年
齢
を
記
入
の
う
え
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

■
申
込
期
間
　
５
月
１
日
（
金
）
～
29
日
（
金
）

※
5
月
29
日
（
金
）
の
消
印
を
有
効
と
し
、
応
募
者
多
数
の

　
場
合
は
抽
選
を
行
い
ま
す
。

※
参
加
決
定
者
に
は
詳
細
を
通
知
し
ま
す
。
抽
選
漏
れ
の

　
方
に
は
、
返
信
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
募
集
人
員
　
約
1
6
0
名

■
参
加
対
象
　
富
士
五
湖
圏
域
に
住
む
小
学
生
以
下
の

　
　
　
　
　
　
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

■
参 

加 

費
　
大
人
1
0
0
0
円
・
子
供
5
0
0
円
　

■
申
込
先
　
〒403

‐8599 

富
士
吉
田
市
下
吉
田
1
8
9
6

　
　
　
　
　
富
士
五
湖
広
域
行
政
事
務
組
合
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
興
課
　
℡
23
‐
5
2
7
0

　
　
　
　
　
　
　
　

＝
松
と
庭
木
の
手
入
れ
教
室
＝

～
春
の
芽
積
み
と
簡
単
な
庭
木
の
手
入
れ
方
法
を
学
び
ま
す
～

■
日
　
時
　
５
月
23
日
（
土
）・
24
日
（
日
）
　

　
　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
４
時

■
持
ち
物
　
手
バ
サ
ミ
・
刈
り
込
み
バ
サ
ミ
・
お
弁
当
・

　
　
　
　
　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
筆
記
用
具

■
受
講
料
　
５
千
円
　
■
定
　
員
　
先
着
20
名

■
締
　
切
　
5
月
20
日
（
水
）

＝
日
曜
大
工
教
室
＝

～
電
動
工
具
と
手
動
道
具
の
使
い
方
と
手
入
れ
方
法
、

　
　
　
　
　
　
小
物
の
木
工
品
の
制
作
を
行
い
ま
す
～

■
日
　
時
　
５
月
17
日
（
日
）・
24
日
（
日
）
　

　
　
　
　
　
午
前
８
時
～
午
後
５
時

■
持
ち
物
　
の
こ
ぎ
り
・
か
な
づ
ち
・
く
ぎ
ぬ
き
・
筆
記
用

　
　
　
　
　
具
・
お
弁
当

■
受
講
料
　
１
万
円
　
■
定
　
員
　
先
着
10
名

■
締
　
切
　
5
月
15
日
（
金
）

＝
２
級
建
築
施
工
管
理
技
術
受
験
準
備
講
座
＝

■
日
　
程
　
８
月
下
旬
か
ら
15
日
間
　

■
時
　
間
　
午
後
６
時
30
分
～
午
後
９
時
30
分

■
受
講
料
　
会
員
２
万
円
　
会
員
外
２
万
２
千
円

　
　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
・
願
書
代
が
別
に
必
要
）

■
締
　
切
　
６
月
15
日
（
月
）

●
い
ず
れ
の
申
込
先
及
び
問
合
先
と
も

　
　
　
　
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会
　
℡
22
‐
5
2
1
4

　
　
　
　
　
　
　
　

＝
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
講
座
Ⅰ
・
Ⅱ
＝

■
６
月
上
旬
か
ら
14
日
間
、
午
後
６
時
～
９
時
、

　
受
講
料
４
２
０
０
円

＝
エ
ク
セ
ル
（
基
礎
）
講
座
＝

■
６
月
上
旬
か
ら
６
日
間
、
午
後
６
時
～
９
時
、

　
受
講
料
２
１
０
０
円

＝
エ
ク
セ
ル
（
応
用
）
講
座
＝

■
６
月
中
旬
か
ら
６
日
間
、
午
後
６
時
～
９
時
、

　
受
講
料
２
１
０
０
円

＝
造
園
設
計
の
基
礎
講
座
＝

■
６
月
下
旬
か
ら
10
日
間
、
午
後
６
時
～
９
時
、

　
受
講
料
２
１
０
０
円

＝
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
講
座
＝

■
７
月
上
旬
か
ら
６
日
間
、
午
後
６
時
～
９
時
、

　
受
講
料
２
１
０
０
円

＝
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
加
工
技
術
講
座
＝

■
７
月
下
旬
　
２
日
間
、
午
前
９
時
～
午
後
４
時
、

　
受
講
料
３
２
０
０
円

●
い
ず
れ
の
申
込
み
も
、
規
定
の
用
紙
に
記
入
し
、
申
し

込
ん
で
下
さ
い
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
へ
問
い

　
合
わ
せ
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
℡
0
5
5
3
‐
32
‐
5
2
0
2
　

　
　
　
　
　F

A
X

0
5
5
3
‐
32
‐
5
2
0
3

　
～
電
波
の
ル
ー
ル
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
問
い
合
わ
せ
は
、
関
東
総
合
通
信
局
～

■
不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信
・
妨
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
℡
）03
‐
6
2
3
8
‐
1
9
3
9

■
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
℡
）03
‐
6
2
3
8
‐
1
9
4
5

■
放
送
相
談
（
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
相
談
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
℡
）03
‐
6
2
3
8
‐
1
9
4
4

■
日
　
時
　
６
月
14
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

■
場
　
所
　
甲
府
地
方
法
務
局
４
階
会
議
室
（
甲
府
市
北
口
）

■
相
談
内
容
　
相
続
・
売
買
・
抵
当
権
抹
消
等
の
不
動
産

　
登
記
、
会
社
等
の
登
記
の
手
続
き
に
関
す
る
こ
と
、
成

　
人
後
見
人
制
度
に
関
す
る
こ
と
、
婚
姻
・
離
婚
・
養
子
縁

　
組
・
親
権
等
の
戸
籍
に
関
す
る
こ
と
、
い
じ
め
・
虐
待
に

　
関
す
る
こ
と
な
ど

※
登
記
申
請
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
ネ
ッ

　
ト
を
利
用
し
て
申
請
書
様
式
な
ど
、
登
記
に
関
す
る
情

　
報
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
ア
ド
レ
ス 

 
http://houmukyoku.moj.go.jp/homu/static

●
問
合
先
　
甲
府
地
方
法
務
局

　
　
　
　
　
　
　 

 

（
℡
０
５
５
‐
２
５
２
‐
７
１
５
１
）

　
　
　
　
　
　

■
日
　
時
　
５
月
20
日
（
月
）

　
　
　
　
　
午
前
１
時
30
分
～
午
後
４
時

■
場
　
所
　
甲
府
地
方
裁
判
所

　
　
　
　
　
　
（
甲
府
市
中
央
1
‐
10
‐
７
）

■
内
　
容
　
①
裁
判
員
候
補
者
と
し
て
、
期
日
通
知
の
受



広
報
富
士
河
口
湖

　
２５

か
わ
テ
コ
サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー
募
集

富
士
吉
田
市
民
合
唱
団
第
５３
回
定
期
演
奏
会

～
あ
な
た
に
　
逢
い
た
く
て
～ 

サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
35
大
会
の
ご
案
内 

ワ
ン
ダ
フ
ル
・
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
ズ
　

　
「
ゴ
エ
モ
ン
先
生
と
ゆ
か
い
な
ド
ロ
ボ
ー
た
ち
」

裁
判
所
新
庁
舎
見
学
会

　
～
親
し
み
や
す
く
、

　
　
　
　
利
用
し
や
す
い
裁
判
所
を
目
指
し
て
～

　
　
　
　
　
　
領
か
ら
裁
判
員
に
選
ば
れ
る
ま
で
を
模

　
　
　
　
　
　
擬
的
に
体
験

　
　
　
　
　
②
映
画
を
使
っ
て
裁
判
員
の
仕
事
を
裁
判

　
　
　
　
　
　
官
が
解
説
　

　
　
　
　
　 

③
裁
判
員
裁
判
で
使
用
す
る
法
廷
の
見
学

■
募
集
人
員
　
50
名
　
（
先
着
順
）

●
電
話
で
お
申
し
込
み
下
さ
い

■
費
　
用
　
無
料

●
申
込
先
　
甲
府
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
庶
務
係

　
　
　
　
　
　
℡
０
５
５
‐
２
３
５
‐
１
１
３
３

　
　
　
　
　

■
日
　
時
　
６
月
19
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
１
時
30
分
～
午
後
３
時

■
場
　
所
　
甲
府
地
方
裁
判
所

　
　
　
　
　
（
甲
府
市
中
央
1
‐
10
‐
７
）

■
内
　
容
　
①
裁
判
員
制
度
関
連
施
設

　
　
　
　
　
②
民
事
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
法
廷

　
　
　
　
　
③
家
裁
審
判
廷

■
募
集
人
員
　
50
名
　
（
先
着
順
）

●
電
話
で
お
申
し
込
み
下
さ
い

■
費
　
用
　
無
料

●
申
込
先
　
甲
府
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
庶
務
係

　
　
　
　
　
　
℡
０
５
５
‐
２
３
５
‐
１
１
３
３

　
リ
ズ
ム
テ
ン
コ
ン
ド
ー
を
通
し
て
ト
ラ
ブ
ル
や
危
険

か
ら
身
を
守
る
方
法
を
楽
し
く
習
得
し
ま
す
。

■
開
催
日
　
５
月
22
日(

金)

　
29
日(

金)

　
　
　
　
　
６
月
12
日(

金)

　
26
日(

金)

■
時
　
間
　
午
後
６
時
～
７
時
30
分

■
場
　
所
　
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

■
講
　
師
　
渡
辺
光
美

■
対
　
象
　
年
少
か
ら
小
学
生
　
※
親
子
歓
迎

■
参
加
料
　
１
人
５
０
０
円
　
親
子
１
０
０
０
円
　

■
持
ち
物
　
タ
オ
ル
　
水
分

●
申
込
先
　
小
槙
　
一
江

　
　
　
　
　
　
℡
72-

2
2
3
1
　

　
　
　
　
　
　
　
0
8
0-

3
0
8
0-

8
2
8
8

■
日
　
時
　
５
月
31
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
後
２
時
開
場
、
２
時
30
分
開
演 

■
場
　
所
　
富
士
五
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル 

■
入
場
料
　
一
般
１
０
０
０
円
　
中
高
生
５
０
０
円

　
　
　
　
　
小
学
生
・
65
歳
以
上 

無
料

※
指
揮
　
渡
辺
公
男
　
※
ピ
ア
ノ
　
倍
田
敏
江 

●
問
合
先
　
渡
辺
謙
吾
０
９
０-

３
５
４
６-

８
０
６
７

　
昨
年
公
開
さ
れ
た
映
画
「
う
た
魂
♪
」
の
劇
中
歌
を
は

じ
め
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
青
春
時
代
に
思
い
を
馳
せ
歌

い
ま
す
。 

■
曲
　
目 

○
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ェ
ア 

　
　
ス
カ
ー
バ
ラ
の
市
（
イ
ギ
リ
ス
民
謡
）
他 

○
夢
の
世
に 

　
　
混
声
合
唱
と
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
「
良
寛
相
聞
」
よ
り

○
拝
啓
　
青
春
　

　
旅
立
ち
の
日
に
、
15
の
夜
・
私
の
青
空
・
あ
な
た
に(

映

画
　
「
う
た
魂
♪
」
よ
り)

、
手
紙
～
拝
啓 

十
五
の
君
へ
～

、
コ
　
ン
サ
ー
ト

■
日
　
時
　
５
月
30
日
（
土
）
、31
日
（
日
） 

■
場
　
所
　
く
ぬ
ぎ
平
ス
ポ
ー
ツ
公
園
運
動
場 

■
参
加
費
　
１
チ
ー
ム
2
6
2
5
0
円
（
税
込
み
） 

■
参
加
資
格

　
○
35
歳
以
上
（
今
年
度
末
ま
で
に
35
歳
に
な
る
人
も
可
）

　
　
が
常
時
８
名
以
上
出
場
す
る
こ
と
。 

　
○
フ
ィ
ー
ル
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
、
背
番
号
の
つ
い
た
同

　
　
一
お
よ
び
同
色
の
２
種
類
の
サ
ッ
カ
ー
シ
ャ
ツ
、
な

　
　
ら
び
に
２
種
類
の
パ
ン
ツ
、
ソ
ッ
ク
ス
を
用
意
す
る

　
　
こ
と
。
Ｇ
Ｋ
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
は
異

　
　
な
っ
た
色
の
シ
ャ
ツ
を
２
種
類
用
意
す
る
こ
と
。 

●
問
合
せ
先
　
ジ
ャ
パ
ン
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン 

　
　
　
横
山
、
青
柳
　 

℡
０
３-

５
７
８
４-

５
４
６
６ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　F

A
X

０
３-

５
７
８
４-

５
６
２
９ 

　
　
　
富
士
河
口
湖
観
光
連
盟
　
古
屋
、
中
村 

　
　
　
　
　
　
　
　  

℡
０
５
５
５-

７
２-

２
４
６
０ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　F

A
X

０
５
５
５-

７
２-

２
８
１
７

　
ま
た
ま
た
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
ワ
ン
ダ
フ
ル
・
コ
メ

デ
ィ
ア
ン
ズ
！
大
好
評
だ
っ
た
、
ク
リ
ス
マ
ス
発
表
会
に

引
き
続
き
、
今
回
は
ゴ
エ
モ
ン
先
生
と
ゆ
か
い
な
ド
ロ
ボ

ー
た
ち
が
所
狭
し
と
大
暴
れ
！
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で

誰
も
が
楽
し
め
る
舞
台
を
お
楽
し
み
に
。
入
場
無
料
。

■
日
　
時
　
６
月
６
日
（
土
）（
２
回
公
演
）

　
　
　
　
　
午
後
２
時
開
演
、
午
後
７
時
開
演
　

■
場
　
所
　
町
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

●
問
合
先
　
担
当
：
武
部

　
　
　
　
　
　
　
　
℡
0
9
0-

9
6
9
8-

7
9
1
1

　
野生動物が来る可能性のある、

「桑」・「柿」の枝剪定、摘果を、

手伝います。
木の募集
柿、桑の実を収穫しないと、サル、クマ、鳥などが引き付

けられます。早いうちに収穫し、木が大きくならないよ

う、手入れをしましょう。

本数が多い場合の割引、作業が困難な場合など、応相談。

枝の整理は行いますが、処理は各自お願いします。

【桑の実収穫、枝の弱剪定】　無料桑
柿

●電話　080-2011-4814　

●E-Mail　ｊugai-119@fgo.jp　●締切　5月20日（水）

【問合せ先】　獣害対策支援センター

【柿の実の収穫と剪定】　１,５００円/本



町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径
河
口
湖
南
岸
地
域
の

　
　
　
　
溶
岩
に
つ
い
て
（
後
編
）

勝山地区周辺の溶岩と遺跡分布

　
河
口
湖
の
南
岸
地
域
に
流
れ
込
ん
だ
溶
岩
に
つ
い
て
今

回
は
、
小
立
・
勝
山
・
大
嵐
地
区
に
見
ら
れ
る
溶
岩
を
取
り

上
げ
ま
す
。

　
前
回
に
取
り
上
げ
た
船
津
溶
岩
は
、
船
津
浜
か
ら
勝
山

地
区
の
冨
士
御
室
浅
間
神
社
里
宮
の
付
近
に
ま
で
の
幅
広

い
範
囲
に
見
ら
れ
ま
す
。
里
宮
の
北
側
の
湖
畔
の
県
道
の

工
事
の
際
に
は
、
切
り
出
し
た
溶
岩
の
下
か
ら
縄
文
時
代

中
期
の
遺
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
（
里
宮
遺
跡
）
。
船
津

浜
中
村
遺
跡
と
同
様
、
湖
畔
に
縄
文
時
代
の
人
々
が
暮
ら

し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
と
と
も
に
、
船
津
溶
岩
が
縄
文

時
代
の
富
士
山
の
噴
火
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
裏
付

け
ら
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
勝
山
地
区
に
お
い
て
は
、
船
津
溶
岩
に
重
な
る

よ
う
に
東
剣
（
ひ
が
し
け
ん
）
溶
岩
に
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。

小
立
八
丁
屋
の
諏
訪
神
社
前
交
差
点
か
ら
県
道
を
西
方
の

勝
山
方
面
に
向
か
う
と
、
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
入
口

交
差
点
に
か
け
て
の
区
間
に
大
き
な
坂
道
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
、
東
剣
溶
岩
が
船
津

溶
岩
に
乗
り
上
げ
て
つ
く
り
出
さ

れ
た
地
形
で
す
。
こ
の
た
め
勝
山
地

区
は
、
旧
勝
山
村
役
場
付
近
か
ら
湖

畔
に
か
け
て
急
な
傾
斜
を
も
つ
地

形
的
な
特
徴
を
も
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
傾
斜
を
克
服
す
る
た
め
に
、
勝
山

地
区
で
は
、
大
き
な
石
垣
を
築
い
て

盛
土
を
行
い
、
平
ら
な
土
地
を
確
保

す
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

勝
山
地
区
を
含
め
て
、
河
口
湖
の
南

岸
の
多
く
地
区
で
は
、
石
垣
を
も
つ

住
宅
の
敷
地
が
見
ら
れ
ま
す
。
石
垣

の
大
半
は
、
溶
岩
の
石
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
傾
斜
を
作
り

出
し
た
溶
岩
に
対
し
て
身
近
で
手
に
入
る
溶
岩
の
石
材
を

利
用
し
て
地
形
を
克
服
す
る
先
人
た
ち
の
知
恵
に
よ
り
、

こ
の
地
域
の
独
特
な
景
観
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
東
剣
溶
岩
の
西
側
に
は
、
勝
山
地
区
と
大
嵐
地

区
に
か
け
て
大
嵐
溶
岩
が
み
ら
れ
ま
す
。
東
剣
溶
岩
の
流

れ
る
前
の
溶
岩
と
考
え
ら
れ
、
足
和
田
山
の
ふ
も
と
に
ま

で
押
し
寄
せ
て
い
ま
す
。
河
口
湖
の
南
岸
地
域
に
は
、
複
数

の
溶
岩
が
流
れ
込
み
、
複
雑
な
地
形
が
つ
く
ら
れ
、
土
地
の

開
発
に
は
困
難
を
伴
う
条
件
に
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
南

岸
地
域
は
鎌
倉
時
代
以
降
、大
原
荘（
お
お
は
ら
の
し
ょ
う
）

が
置
か
れ
ま
し
た
。
政
治
的
な
拠
点
と
な
り
、
多
く
の
寺
院

や
神
社
も
建
立
さ
れ
、
交
通
の
要
衝
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

溶
岩
上
の
土
地
利
用
の
制
約
な
ど
を
克
服
し
て
人
々
が
様
々

な
歴
史
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
河
口
湖
南
岸
地
域
の
何

気
な
い
風
景
の
中
に
は
、
地
域
の
先
人
た
ち
が
築
い
て
き

た
豊
か
な
歴
史
を
た
く
さ
ん
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
文
化
財
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
芸
員
　
杉
本
悠
樹
）

お
め
で
た
（
出
生
）

お
子
さ
ん

父

母

【
3
月
19
日
か
ら
4
月
22
日
ま
で
】

お
く
や
み
（
死
亡
）
届
出
人

古
屋
　
ミ
ナ
　
　
康
　
太
　
ル
　
ミ
　
船
津

中
山
　
愛
理
　
　
智
　
雅
　
晶
　
子
　
船
津

鈴
木
　
大
輝
　
　
和
　
明
　
里
　
沙
　
船
津

大
熊
　
理
心
　
　
貴
　
之
　
由
美
子
　
船
津

大
塚
万
梨
花
　
　
正
　
紀
　
龍
　
子
　
船
津

小
俣
　
彩
菜
　
　
公
　
洋
　
美
　
和
　
船
津

奥
脇
　
創
太
　
　
雅
　
彦
　
千
恵
美
　
船
津

久
保
田
和
志
　
　
一
　
穂
　
裕
　
美
　
船
津

小
林
　
紗
己
　
　
政
　
弘
　
美
恵
子
　
船
津

渡
邊
　
　
楓
　
　
　
大
　
　
十
四
枝
　
船
津

加
藤
　
心
結
　
　
　
健
　
　
亜
　
紀
　
船
津

渡
辺
　
那
菜
　
　
尚
　
夫
　
り
え
子
　
小
立

渡
邊
　
沙
保
　
　
浩
　
二
　
千
　
世
　
小
立

相
澤
　
杏
香
　
　
和
　
昌
　
し
ぐ
れ
　
小
立

三
浦
　
竜
司
　
　
吉
　
克
　
一
　
恵
　
河
口

田
村
　
　
駿
　
　
　
量
　
　
真
　
紀
　
勝
山

茶
屋
　
瑠
我
　
　
　
岬
　
　
千
　
明
　
勝
山

渡
邊
　
亮
雅
　
　
雅
　
人
　
真
由
子
　
勝
山

鈴
木
　
陽
大
　
　
裕
　
紀
　
麻
衣
子
　
勝
山

田
中
　
晴
登
　
　
裕
　
志
　
理
　
絵
　
勝
山

大
塚
　
稜
真
　
　
智
　
久
　
清
　
子
　
大
嵐

梶
原
　
凉
真
　
　
幹
　
彦
　
美
　
香
　
長
浜

渡
辺
　
朱
音
　
　
友
　
也
　
美
　
貴
　
西
湖

古
屋
喜
久
雄
　
83
歳
　
古
屋
　
文
仁
　
船
津

古
屋
　
政
義
　
85
歳
　
古
屋
　
義
夫
　
船
津

渡
邉
　
米
雄
　
73
歳
　
渡
邉
美
智
子
　
船
津

道
塚
　
春
子
　
73
歳
　
道
塚
　
　
隆
　
船
津

梶
原
た
つ
江
　
92
歳
　
梶
原
　
君
夫
　
船
津

河
野
　
正
宗
　
75
歳
　
佐
藤
　
良
次
　
船
津

梶
原
　
健
康
　
79
歳
　
梶
原
か
ず
え
　
船
津

あ
い
り

だ
い
き

り
　
こ

あ
や
な

そ
う
た

か
ず
し

さ
　
き

み
　
ゆ

な
　
な

さ
　
ほ

も
も
か

り
ゅ
う
じ

る
　
か

り
ょ
う
が

は
る
と

は
る
と

り
ょ
う
ま

り
ょ
う
ま

し
ゅ
お
ん

か
え
で

し
ゅ
ん

ま
　
り
　
か

広
報
富
士
河
口
湖

　
２６



行政相談・心配ごと相談日

5月20日(水)

　
相
談
者
や
効
率
的
な
相
談
の
た
め
、
行
政
相
談
・
心
配

ご
と
相
談
、
弁
護
士
相
談
は
予
約
制
に
な
り
ま
し
た
。

　
5
月
２０
日
の
相
談
の
予
約
は
、
町
役
場
企
画
課

（
７２-
６
０
２
３
）
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間

は
、
1
人
２０
分
間
と
し
ま
す
。

行政相談・心配ごと相談は　　　　　　　です！

町中央公民館

勝山ふれあい
センター

足和田出張所

上九一色出張所

午前１０時～午後２時 午前１０時～１２時

午後１時～４時

午後 １時～  ３時

◆行政相談・心配ごと相談・弁護士相談は、どこの場所へ行ってもOKです。

場　所 時　間 弁護士相談

予約制
　
　
白
壁
　
勝
雄
　
　
　
72-

0
1
4
3

　
　
小
佐
野
成
太
郎
　
　
83-

2
3
2
0
　

　
　
梶
原
　
一
榮
　
　
　
82-

2
4
4
6

　
　
渡
辺
　
袈
裟
司
　
　
87-

2
3
1
6

町
の
行
政
相
談
委
員
さ
ん
は

5
月
の
多
重
債
務
相
談
日

　
○
日 

程
　
5
月
20
日
（
水
）
　

　
　
　
　
　 

午
後
１
時
～
３
時

　
○
相
談
場
所
　
町
中
央
公
民
館
　
第
2
研
修
室

■無料弁護士相談

　●日時　毎月4回　午後１時から３時３０分　

　●場所　県民生活センター相談室　（県民情報プラザ２階　甲府市）

　　ＴＥＬ　０５５－２２３－１３６６

　＊相談は予約制で、一人当たり３０分

■電話相談

　◆県民生活センター　ＴＥＬ０５５－２２３－１３６６

　◆富士・東部地域地方相談室　ＴＥＬ０５５４－４５－５０３８・７８４３

　　●曜日・時間　月曜日～金曜日（祝日除く）午前８時３０分～午後５時

　◆山梨行政評価事務所　ＴＥＬ０５５－２５２－１４９６

　　●曜日・時間　月曜日～金曜日（祝日除く）午前８時３０分～午後５時

県等の機関が
行っている
各種相談

……………………………………………………………………………………………………………………

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
相
談
会

統
計
調
査
員
の
募
集
！

～
あ
な
た
の
年
金
記
録
の

　
　
　
　
　
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
～

　
お
詫
び
　
年
金
相
談
日
は
、
広
報
４
月
号
で
毎
月

第
３
金
曜
日
と
お
知
ら
せ
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
誤

り
で
し
た
の
で
毎
月
第
４
金
曜
日
に
訂
正
し
ま
す
。

　
社
会
保
険
庁
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
「
ね
ん

き
ん
定
期
便
」
は
被
保
険
者
の
皆
様
に
、
保

険
料
納
付
実
績
や
年
金
額
の
見
込
み
な
ど
、

年
金
に
関
す
る
個
人
情
報
を
分
か
り
や
す

く
通
知
し
、
ご
確
認
を
い
た
だ
く
と
と
も
に

年
金
制
度
に
対
す
る
ご
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
社
会
保
険
労
務
士
に
よ

る
「
ね
ん
き
ん
相
談
」
を
実
施

し
ま
す
。

■
毎
月
　
第
４
金
曜
日
　

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
町
中
央
公
民
館

※
５
月
は
、22
日
（
金
）
に
実
施
し
ま
す
。

●
ね
ん
き
ん
定
期
便
　

　
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
　
℡
０
５
７
０
‐
０
５
８
‐
５
５
５

　
町
で
は
、
各
種
統
計
調
査
に
従
事
す
る
統

計
調
査
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
業
務
内
容
　
各
種
統
計
調
査
の
調
査
票 

 
　
の
配
布
や
回
収
・
整
理
等

■
募
集
期
間
　
随
時

■
募
集
要
件
　
調
査
で
知
り
得
た
事
な
ど
、

　
個
人
情
報
の
保
護
が
守
れ
る
方

●
問
合
先
　
企
画
課 
地
域
情
報
係
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
72-

６
０
２
３

お
し
あ
わ
せ
に
（
結
婚
）

4月1日現在の人口・世帯

Happy Wedding

伏
見
　
貞
昭
　
82
歳
　
伏
見
　
正
彦
　
船
津

渡
邊
　
茂
幸
　
66
歳
　
渡
邊
三
千
代
　
船
津

阿
尾
か
ね
子
　
88
歳
　
阿
尾
百
太
郎
　
船
津

渡
邊
　
　
衛
　
71
歳
　
渡
邊
　
　
治
　
小
立

大
石
　
照
子
　
78
歳
　
大
石
　
　
等
　
小
立

中
村
　
喬
治
　
90
歳
　
中
村
　
　
守
　
河
口

小
川
　
利
子
　
92
歳
　
小
川
　
文
夫
　
河
口

本
庄
　
久
江
　
90
歳
　
本
庄
　
孝
江
　
河
口

中
村
　
勇
二
　
44
歳
　
中
村
　
信
夫
　
河
口

小
河
原
春
湖
　
78
歳
　
小
河
原
き
み
子
　
河
口

林
　
　
和
治
　
79
歳
　
林
　
　
鶴
子
　
河
口

三
浦
　
ミ
ツ
　
88
歳
　
中
島
　
洋
子
　
大
石

堀
内
　
一
榮
　
83
歳
　
堀
内
　
康
廣
　
大
石

堀
内
二
三
年
　
60
歳
　
堀
内
　
英
二
　
大
石

堀
内
は
る
ゑ
　
82
歳
　
堀
内
　
　
洋
　
大
石

田
村
か
の
ゑ
　
89
歳
　
田
村
　
正
保
　
大
石

小
林
美
壽
江
　
91
歳
　
小
林
　
一
夫
　
勝
山

三
浦
よ
志
子
　
88
歳
　
三
浦
　
初
夫
　
大
嵐

佐
藤
　
　
拓 

 

＝ 
 

余
傳
　
球
子
　
船
津

久
保
田
篤
史 

 

＝ 
 

矢
花
　
絢
子
　
船
津

内
山
　
直
人 

 

＝ 
 

松
木
か
お
り
　
船
津

渡
邉
　
大
樹 

 

＝ 
 

宮
下
　
　
愛
　
船
津

渡
邊
　
　
豪 

 

＝ 
 

渡
邉
　
紫
織
　
船
津

長
山
　
　
洋 

 

＝ 
 

佐
藤
　
千
春
　
船
津

渡
邊
　
剛
志 

 

＝ 
 

重
田
　
伴
美
　
船
津

櫻
井
　
文
仁 

 

＝ 
 

奥
津
　
智
子
　
河
口

本
庄
　
勇
輝 

 

＝ 
 

坂
本
　
一
葉
　
河
口

奥
秋
　
一
也 

 

＝ 
 

中
田
　
千
波
　
河
口

堀
内
　
淳
平 

 

＝ 
 

高
原
佳
寿
子
　
大
石

国民年金・社会保険相談所

日   時　6月2日 (火)
　　　   午前９時30分から午後４時
場   所　河口湖商工会
問合せ　山梨社会保険事務局大月事務所
　　　　　　　　　　 ℡0554-22-3811

人口　２５,８６１人(－５２)
 男　 １２,７２０人(－３６)　
 女　 １３,１４１人(－１６)　
世帯　  ８,９６９人(－１４)　　　世帯

人のうごき人のうごき人のうごき

広
報
富
士
河
口
湖

　
２７



　町民ギャラリーでは、みなさまに親しまれ、多くの方に足を運んでいただける

庁舎に向けて、企画展示やエントランスホールコンサートを実施しています。

　今月のギャラリー展は、押し花倶楽部“森の精”金子政子さんの「押し花展」

と冨根津クラブさんの「船津なつかし写真展」を予定しております。

町民ギャラリーからのお知らせ町民ギャラリーからのお知らせ…………………
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休日・夜間の救急医の問い合わせ先　℡２３－４４４４　(富士五湖消防本部テレフォンサービス)
平日　午後5時～、土曜日　12時から、日曜・祝祭日　午前8時～

　自然にあるすべての植物を絵の具として捉え、押

し花により風景が描かれています。木の葉のざわめ

きや風のささやきを感じることができる押し花展で

す。今年の新作は、「秘境徳島の自然」「京都の四季」

「京都美山茅葺集落の四季」などです。

　本年3月にアメリカのフィラデルフィアで開催さ

れた「ワールドフラワーショー」の金賞作品「デッタ・

サルテの教会」や昨年雑誌「私の花生活」の誌上コン

テストでの金賞受賞作品「尾瀬沼の早春」も特別展示

いたします。

　船津地区の活性化を目指して活動している冨根都クラブ主催により開催されました、第３回

「石畳の道まつり」で展示した写真展が、町民ギャラリーに再登場します。懐かしい写真がたくさ

ん展示されますので、みなさまもぜひ足をお運びください。

※町民ギャラリーは、町民のみなさまに楽しんでいただくためのスペースです。日ごろの活動の発表

　の場などとして、積極的にご活用ください。なお、料金は無料です。

　　　　　　　お問合せ先：富士河口湖町役場企画課　まちづくり推進担当　℡ 72-6023

「2009　押し花作家　金子政子　押し花　植彩風景画の世界」

展示期間　5月11日（月）～22日(金)

「2009　押し花作家　金子政子　押し花　植彩風景画の世界」

展示期間　5月11日（月）～22日(金)

日時：5月25日（月）～6月5日（金）

～冨根津クラブ「船津なつかし写真展」～

※平日の１０:００～１６:３０は会場におりますのでお声掛けください。※平日の１０:００～１６:３０は会場におりますのでお声掛けください。

地球環境にやさしい町づくりを進めています。
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